
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３４４１４

基盤研究(B)

2013～2011

根来寺聖教の基礎的研究―智積院聖教を中心として―

Study of the sacred books related to Negoro temple/For the sacred books possessed by
 Chisyaku-in Temple/

４０２５７９０２研究者番号：

宇都宮　啓吾（UTSUNOMIYA, KEIGO）

大阪大谷大学・文学部・教授

研究期間：

２３３２００９７

平成 年 月 日現在２６   ６ ２０

円    14,500,000 、（間接経費） 円     4,350,000

研究成果の概要（和文）：　今回の研究によって、真言宗智山派総本山智積院の新文庫に所蔵される約3500点の聖教の
書誌データの採取と目録化が完了した。また、新文庫には、豊臣秀吉によって壊滅的な被害にあったとされる根来寺（
和歌山県）に由来する聖教が数多く所蔵されていたことから、「根来寺文化圏」の解明に大きく寄与することとなった
。
　さらに、この調査の中から、世界最古の写本や重要文化財の僚巻も発見されるなど、新たな発見もあった。

研究成果の概要（英文）： Becoming it completed collection and the list of the bibliography data of approxi
mately 3,500 points of sacred books possessed by Chisyaku-in Temple.Because we understood that Chisyaku-in
 Temple possessed the sacred book related to Negoro-ji temple in large quantities, a study of the history 
and the culture of the Negoro-ji temple advances. We discovered the fragmentary documents of the world's o
ldest manuscript and important cultural property.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 近年、日本思想の一源流たる日本仏教の思
想的大系の成果である聖教に注目が集まっ
ている。この点は日本国内のみならず、諸外
国にまで及び、海外においては真言宗系聖教、
特に密教系聖教には関心が高まっている。そ
のため、今後は海外の聖教をも視座に入れ、
学際的・国際的に研究を進めていく必要が存
する。特に、根来寺はﾙｲｽ･ﾌﾛｲｽによってﾖｰﾛｯ
ﾊﾟに紹介されるなど、当時の教学拠点として
巨大な知の集積を行なっていた寺院である
ために、その聖教群に対する関心は国内外に
おいても関心が集まっている。しかし、根来
寺聖教群自体が豊臣秀吉の侵攻によって消
滅したものと認識されて来たために、その体
系的研究自体が成り立ち難いものとして、そ
の解明が立ち遅れていた。そのような現状の
中で、申請者の前科研（H20～H22「智積院聖
教における典籍・文書の基礎的研究」）によ
って、智積院新文庫における根来寺聖教の発
見とその実態が把握され始めたことからこ
の分野の研究が大きく進展する機会を得る
ことが可能となった。 
 
２．研究の目的 
 前科研（「智積院聖教における典籍・文書
の基礎的研究」）において、従来は断片的な
残存として認識されて来た根来寺聖教群が
新義真言宗智山派総本山智積院所蔵新文庫
に存することを確認し、また、その素性と概
要を明らかにした。この成果によって、智積
院御当局では科研調査済の聖教についての
一般公開を検討され、また、前科研で新たに
その存在が確認された約 2000 点の聖教群の
調査とその関連寺院の聖教調査の推進に向
けて、御当局より全面的な協力を得るに至っ
た。まさに、科研の成果を社会的還元へと昇
華する機会を得たと言える。そこで、根来寺
聖教群の実態解明に向けて、智積院新文庫蔵
聖教のうち、現在未調査の聖教群（46 函～61
函）の詳細な聖教目録作成と今回確認された
聖教群約 2000 点の整理・略目録作成を行な
い、合わせて、その成果に基づく新義真言宗
寺院の調査を行なうことで今後の体系的研
究のための基礎的な分析を試みる。 
 
３．研究の方法 
 従来、研究の進んでいない未公開聖教群と
して、根来寺聖教を大量に有する真言宗智山
派総本山智積院聖教を対象に、その悉皆調査
（未調査分 15 函）と略目録作成（新発見資
料 2000 点）、それらに基づくデータの公開、
また、その成果を踏まえた諸宗交流の実態解
明の為に聖教ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ・血脈ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの構築
や、ﾕﾋﾞｷﾀｽ環境（いつ、どこでも聖教に関す
る知識を入手可能な環境）整備の方策を検討
する。 
 合わせて、関連寺院における聖教調査を行
なうことによって、根来寺聖教の研究を広く
公開していく。 

 
４．研究成果 
 今回の研究によって、真言宗智山派総本山
智積院の新文庫に所蔵される約 3500 点の聖
教の書誌データの採取と目録化が完了した。
また、新文庫には、豊臣秀吉によって壊滅的
な被害にあったとされる根来寺（和歌山県）
に由来する聖教が数多く所蔵されていたこ
とから、「根来寺文化圏」の解明に大きく寄
与することとなった。 
 さらに、この調査の中から、世界最古の写
本（『二障義』）や重要文化財の僚巻（『管見
抄』）、従来未知の聖教類も発見されるなど、
新たな発見もあった。 
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